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インスリン非依存性糖尿病高齢者に
おける抗酸化機構の変容
一赤血球膜内α一tocopherol動態からの考察一
（老年病科）○柳川清尊、加納広子、高崎優
（薬理学）武田弘志、高田香、渋谷健
α　一Tocophero　1（α一Toc）は、生体膜に存在する脂
溶性フリーラジカルスカベンジャーであり、
膜脂質過酸化連鎖反応によって生じる過酸化
脂質ラジカルを消去し、自らはα一
tocopherolquinone（α一Toc　Q，酸化型代謝物）へと
変化することが知られている。本研究では、
健常高齢者とインスリン非依存性糖尿病
（NIDDM）高齢者の赤血球膜および血漿でのα一
Toc動態を比較検討し、糖尿病における抗酸化
機構の変容について考究した。【対象者およ
び方法】対象者は、健常高齢者24名（年齢71．2
±10・1才、男性9名、女性15名）およびNIDDM
高齢者16名（年齢70．7±10．3才、男性9名、女性
7名、血糖値109～191mg／dl、　HbA1値7．5～10．2）と
した。なお、他の疾病を合併あるいはビタミ
ン製剤を服用している高齢者は対象外とした。
採血は、早朝空腹時に行い、赤血球膜はDodge
の方法、また血漿は常法に従って分離した。
赤血球膜および血漿中のα一Tocおよびα一Toc　Q
濃度の測定は、我々が開発した酸化一還元検
出モードを導入した多重クー二二トリーHPLC
システム［J．ChromatogLA　722，287～294（1996）］を
用いて行った。【結果】血漿中の総to　copherol，
α　一T・ocおよびα一TocQ濃度は健常高齢者と
NIDDM高齢者との間に差が認められなかった。
一方、NIDDM高齢者の赤血球膜脳弓tocopherol，
α一Tocおよびα一Toc　Q濃度はいずれも健常高齢
者に比較して有意に減少していた。また、α一
Tocの血漿濃度に対する赤血球膜内濃度の比は
健常高齢者で平均0．094を示したのに対して
NIDDM高齢者では平均0．069と著明に低下して
いた。さらに、NIDDM高齢者の赤血球膜内α一
Toc量はHbA1値と逆相関傾向にあった。
【考察】以上の成績から、NIDDMにおいて、
血漿から赤血球膜へのα一Toc移行率が低下す
ることが明らかになった。さらに、この移行
率低下に伴って、α一Tocが関与する抗酸化機
構の減弱が生じ、膜脂質の過酸化が進行する
ことが推察される。
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【背景】インスリン非依存性糖尿病（NIDDM）患
者の血清尿酸値（UA）は，健常者に比べ低値であ
るとされる．我々は，NIDDM患者と非糖尿病者
についてUAの比較を行ない，加えてNIDDM患者
のコントロールとUAとの関連につき検討を行な
った．　【対象と方法】対照は，人間ドック受診
者のうち腎障害・肝障害を認めず，HbAIcが5．8未
満であった737名（内訳は男性：580名，女性：157名）
とし，糖尿病群としては，当院外来通院中の
NIDDM患者の内1995年6月から8月までの3ヶ月
間の採血にて平均HbAl　cが5．8以上であった1847
名（男性：1117名，女性：730名）とした．　【結果】
対照群のUAは，男性：5．9±1．3rng／d1（m±s．d），女
性：4．6±1．2mgldlであった．それに対し，　NIDDM
群のUAは男性：5．6±1．6mgldl，女性：4．8±1．4mg／d1
であり，男性で有意に低域であった．なお，低
尿酸血症（＜2．5mg／dl）の頻度は対照群で0．95％，
NIDDM群で1．9％であった．一方，　NIDDM群を
HbAIcで4群（5．8～6．5，6．6～7．5，7．6～8．9，9．0
以上）に分けての検討では，男性・女性ともHbAlc
が高い群ほどUAは低値であり，　UAとHbAl　cとの
間に負の相関を認めた．このような血糖コント
ロール不良患者でのUA低下が尿酸クリアランス
（CUA）の昂進に因るとする報告がある．今回，
NlDDM群より常時UA＜2．5mgld1を示す5名の低尿
酸血症患者を抽出しCUAの測定を行なった結果は
65．4±43．2mllminであり，　UAが正常範囲であった
NIDDM患者10名での9．7±3．6mllminに比べ明らか
に高値であった．　【結語】①男性NIDDM群では、
正常対照群に比べUAは有意に低下を認めた．②
NIDDM群では男性女性いずれにおいても，　UAと
HbAlcとの間に負の相関を認め，　UAに対する血
糖コントロールの関与が示唆された．③NIDDM
群で常時UA＜2．5mgldlとなるような低尿酸血症患者
では，尿酸クリアランスの充進を認めた．
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